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１，目標
○ インターネットを介して、部落差別（投稿）が広まることの危険性を考えさせる。
○ 投稿から見える社会にある部落差別について考えさせる。
○ 部落差別をしない人になるためには、学習し続ける必要があることを考えさせる。

２，準備物
・ワークシート
・
３，所要時間
全１回（５０分×１回）

４，キーワード

５．＜指導計画＞
	
	学習内容と生徒の活動
	教員の学習支援
	留意点

	導入５分
	〇これまでの学習をふりかえる


・身近な出来事を発表しあう
	「部落の歴史を学んできましたが、部落
差別って何でしょう。どうしてそんな差別
ができたのでしょうか」
「あなたの身の回りで実際に起こったこと
はありますか」
	

	展開４０分
	〇配布されたワークシートの本文
を読み、投稿内容について考え
る
・おかしいと思う部分に線を引く
	〇投稿された本文を音読する
「こんな差別投稿がインターネット上にあ
りました。この投稿についてどの部分がお
かしいと思いますか。線を引いてくだい」
	◎ワークシートを配る

	
	〇おかしいと思うところを発表しながら、登場人物について整理し、関係性を考えていく
・①②のどの部分がおかしいかについて考え、ワークシートに記入する
〇班で交流したことを全体で共有する
	〇登場人物の関係性について、生徒の
発言を拾いながら板書し、生徒が整理し
て考えられるよう説明していく
「投稿についておかしいと思った部分は、
①②それぞれどの部分でしょうか。また、
そうと感じたのはなぜでしょうか。」
【共有で出させたい部分】
・当事者（Ｂ）が自ら「自分は部落出身者であることを理解した上で会ってほしい」
と発言していること①
・投稿者の家族（D）が結婚に反対される
と投稿者（Ａ）が感じていたこと①
・投稿者（A）が、当事者（B）は部落出身
であることを聞き、会わずに避けたこと②
	◎【登場人物】
・投稿者A・当事者B
・友人C
・投稿者の家族D
・投稿を見ている人
◎投稿者（A）個人のもつ差別性だけでなく社会にある部落差別について考えられるよう促す
◎投稿者家族が大反対するであろうと考えた理由や、当事者（B）自らカミングアウトしないといけない社会であることを押さえたい

	
	〇友人(C)の立場で投稿者(A)
にどんなことを伝えるかを考え、ワ
ークシートに理由も含めて書いて
いく
≪予想される生徒の意見≫
・「それ差別やでと言う」
・「私はおかしいと思う。」
・「もう関わらない」
〇班で交流し全体で共有する
	「あなたが友人（C）だったとき、投稿者
（A）にどんなことを伝えるでしょう」






〇発表内容を板書する
	

	
	〇最後の投稿を読み、この投稿を
最後に、しばらくしてこの投稿自
体がすべて消されてあったことを
知る
〇なぜ投稿を消したのかについて
考える
≪予想される意見≫
・「投稿者（A）自身が差別しているのが恥ずかしくなったから」
・「友人（C）に悪いと思ったから」
	〇最後の投稿を読む。



〇投稿者が投稿を消した理由について
考えさせる。
「投稿者（A）はなぜ、この投稿を消したのでしょうか」
	◎部落差別をなくすためには、学習を積み重ねるしかないことを考えさせたい
◎SNSによる投稿によってアウディングされる怖さと、それが消えることのないインターネットの怖さについても考えさせたい

	まとめ
５分
	〇ワークシートに感想を書く
（時間があれば、交流する）
	〇ワークシートに感想を書かせる
〇時間があれば何人かに発表してもらう
	






配布資料・＜ネット投稿から見える部落差別＞ワークシート
ネット投稿された文章
	これってどう思いますか？
そろそろ結婚したいなぁという話を友人にしたら、自分に紹介する人を探してくれるというので、じゃあお願いって答えたら、しばらくして「相手の人が、自分は部落出身だということ理解した上で会ってほしい」と言っているとのことでした。友人も知っているんだけど、私の実家は古い考え方が捨てきれない家で、そういうことになると、ものすごくめんどうくさいことになるのは目に見えているので、そういうことなら会わない方がいいなと思って、その紹介自体が無くなりました。名前どころか顔写真すら見せてもらう前にやめました。自分としては部落出身者が嫌というんじゃなくて、もし結婚となると家族親戚から１００％大反対になることは目に見えているので、わざわざ問題を作ること自体を避けたいと思っただけで、変な意味ではありません。ちなみに、もし好き同士で付き合っていた結婚前提の相手に同じことを告白されたら、反対されても結婚するけど、まだ見たことも会ったこともない相手なので、そのためにトラブルを自分から作ることは選びたくないと思ったからです。
さっき、友人から一度会って話をしようと連絡が来ました。
紹介を断った手前少々気まずいけれど、一度、その友人と会って話してみようと思います。　　　　　　　　


★①②のそれぞれでおかしいと感じたところはどこでしょうか。
	①  これってどう思いますか？
そろそろ結婚したいなぁという話を友人にしたら、自分に紹介する人を探してくれるというので、じゃあお願いって答えたら、しばらくして「相手の人が、自分は部落出身だということ理解した上で会ってほしい」と言っているとのことでした。友人も知っているんだけど、私の実家は古い考え方が捨てきれない家で、そういうことになると、ものすごくめんどうくさいことになるのは目に見えているので、そういうことなら会わない方がいいなと思って、その紹介自体が無くなりました。名前どころか顔写真すら見せてもらう前にやめました。自分としては部落出身者が嫌というんじゃなくて、もし結婚となると家族親戚から１００％大反対になることは目に見えているので、わざわざ問題を作ること自体を避けたいと思っただけで、変な意味ではありません。

	

	② ちなみに、もし好き同士で付き合っていた結婚前提の相手に同じことを告白されたら、反対されても結婚するけど、まだ見たことも会ったこともない相手なので、そのためにトラブルを自分から作ることは選びたくないと思ったからです。

	


★あなたが友人（C）の立場だったとき、投稿者（A）にどんなことを伝える（行動する）でしょう。
	


★この後、投稿者（A）はどうなったでしょうか。実はそのあとに、こんな投稿がありました。
	友人と会ってきました。
待ち合わせ場所に行ってみたら、喫茶店とかではなく地域のコミセンでした。そこに入ると、部落問題の学習会をやっていました。話を聞いているうちに、何も知らない自分の無知さに気づかされ、これまでの投稿した自分が恥ずかしくなりました。それがきっかけで、学習会に参加するようになり、今では紹介してくれるはずだった方とも話ができるようになればいいなと思うようになれました。今までインターネット上ではなんでも答えてくれると思っていましたが、地域の人の話を聞く中で、生身の人どうしで直接話すことでしか感じられないことが、たくさんあることがわかりました。


この投稿を最後に投稿者（A）の投稿はなくなりました。そして、しばらくして、この投稿自体がすべて消されてあり
ました。
★感想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	



『部落問題学習のススメ編集委員会』作成教材
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